
平成17年度インフルエンザワクチン流通状況調査報告  

社団法人細菌製剤協会  

1．調査目的  

平成17年度のインフルエンザワクチンの流通状況について、製造業者、販売会社、   

卸売業者、医療機関というワクチンの流通ルートを活用して、調査、把握、分析し、   

平成18年度のインフルエンザワクチン需要予測の参考とする。  

2．調査方法   

1）単年度調査  

平成17年度のワクチン総供給量を明らかにし、都道府県別の供給状況の分析を  

行う。   

2）経年調査  

平成12年度～平成17年度の調査結果と比較し、供給状況の変化を都道府県別に  

評価する。⊃ 著しい経年変化、あるいは全体の傾向と相反する動きのみられる都道府  

県については、必要に応じて詳細な調査を行う。  

3．調査結果   

1）供給医療機関数・供給数量調査結果  

（1）供給医療機関数  

年度  施設数  増減   

H12  106，711  
H13  119，500  11．98％   
H14  103，087  －13．73％   
H15  157，085  52．38％   
H16  126，980  －19．16％   
H17  168，612  32．79％   

※各社からの報告に基づく「のべ数（重複あり）」  

i）ワクチン製造各社から調査結果として報告された供給医療機関数は、供給量  

不足が指摘された平成15年度が15万施設を上回ったのに対し、平成16年度は  

13万施設を下回るまでに減少した．⊃平成17年度は過去最高の17万施設に迫る医  

療機関への供給がなされた．⊃一方、医療機関からの返品を含む残余量は平成16年  

度476万本から150万本（未使用率7．2％）へと減少し七二 このような状況から  

需要量と供給量の関係が取り扱う医療機関数の増減に影響していることがわかる＝  

這）需要量が増加したときに供給医療機関数が増える理由は、医療機関の「単一  

銘柄指定」の要求に応えることができず、複数銘柄納入が急増し、同一の医療機  

関に対して複数の製造業者から重複して納入報告が寄せられ、結果として見かけ  
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上供給医療機関数が増えるためと推測されるっ逆に、供給量が十分なときには、  

医療機関の「単一銘柄指定」の要求に十分応えることができるため、重複の報告   

が減ると思われるニ  

（2）供給数量（医療機関使用数量）  

H12  474 ～   693  7，601，685  6，245，713  1．355，97217．84％  

H13  720 ～   989 10．602，469 39．48％ 8，719，989 39．62％1．882．48017．7飢  
H14 1，049 ～ 1，237 12，996，149 22．58％10．400，75819．27％ 2，5g5，39119．97％  
H15 1，244 ～ 1，400 14，808．78713．95％ 14．626，474 40．63％ 182．313 1．23％  
Hl（；1．705 ～ 1，898 20，739，196 40．05％15．981．419 9．26％ 4．757，777 22．94％  
ト＝7 2．057 ～ 2．ほ4 20．818月g6 0．3肌19．320．579 20．89ヽ1．498．117 7．2飢  

※詳細は【別紙1】参照  

i）供給数量（医療機関での使用数量）は毎年着実に増加してきたが、平成16  

年度は、伸び率が10％を切るに至った1⊃ しかし、平成17年度再び20％以上の伸  

びを示している。  

辻）総人口100人当たりの使用本数は「15．12本」。2回接種や使用ロスの割合  

が不明であるため、正確な接種者数・接種率は算出できないが、国民全体でも15  

、30％の接種率が達成されていると言える数字である．。  

揖）この使用実績は世界的にみても高水準といえる．。IFPMA（国際製薬協）関  

係のMacroel）idemiology ofInfluenza Vaccination Stu（1y Group の「THE  

hlACROEPIDEMIOLOGY OF INFLUENZA VACCTNATION IN 56  

COUNTRIES．1997－2003」よると、主要国の人口1，000人当たりの供給（lose数  

（使用dose数）は以下の通りとなっている。  

国名  2002 2003  国名  2002 2003  国名  2002 2003  
米国    289  286  英国  186  200  イタリア 170  206   
カナダ   328  344  フランス 169 171  ミ豪州  202  214   
ロシア   136  99  ドイツ   181 2†0  韓国  218  311   

毎）日本での使用量を上記の単位（（lose／千人）に引き直すと以下のようになる二   

2002年度：163、2003 年度：229、2004年度：250 、2005年度：302  

2002～2003年の資料ではあるが、欧米諸国の使用量は近年、微増・横ばい傾向で  

あることから、平成17年度の日本でのインフルエンザワクチン使用水準は、欧州  

諸国の人口当たりの供給量を上回り、カナダ、韓国、米国の上位3カ国と同じ水  

準に到達しているものと推測される。  

Ⅴ）以上のように、日本におけるインフルエンザワクチンの接種水準は、世界的  

にもトップグ／レープ入りを果たしつつあり、高齢者接種率も50％を超える水準ま  

で上昇したことなどから、新型インフルエンザ流行などの特別の事象が発生しな  

い環境下では、全体的に需要の上限に近づきつつあると考えられる。  
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（3）生産数量・使用数量等の推移  

※【別紙2】参照  

i）全体としては接種者数＝使用本数が伸びているインフルエンザワクチンで  

あろが、年毎では比較的大きな「波」が存在する二   

浪）平成13年度から、需要の伸び方の緩急が交互におとずれており、伸び方が  

若しかった平成15年度の実績は需要検討会での需要予測の上限値を上回り、伸び   

方が鈍かった平成14年度と平成16年度の実績は需要予測の下限値を下回った。   

平成17年度の実績は伸びたものの、需要予測の下限値には届かず、インフルエン  

ザワクチン需要予測の難しさを物語っている．。   

昆）平成17年度は、当初、一部メーカーのトラブルで供給本数に若干影響が出  

たが、需要予測内の2U，818，696本が生産された．。そのうち19、320、579本が使用   

され、使用されなかった残余本数は1，498、117本（残余率7．20％）であった。シ  

ーズン後半になって、一部の地区で供給不安が発生したが、メーカー備蓄（60万  

本）から対応し大きな混乱に至ることはなかった。   

k）このインフルエンザワクチン需要検討会を重ねることにより、メーカー備蓄  

制度や販社の計画配送、卸・医療機関による予約の取り方・納入の仕方が定着し   

てきており、これらが有効に機能してきている辛が推察されるコ  

（4）予防接種法に基づく高齢者等、及びそれ以外へのワクチン使用数量との推移  

i）予防接種法に基づく高齢者等への使用に用いられたワクチン数量の推移を  

評価するために、前年同様、以下の計算式で算出された値を「高齢者使用量」と   

定義する。   

高齢者使用量＝高齢者接種音数（＊）× 0．5mKl回）接種  

＊ 高齢者接種看数：厚生労働省の調査結果を使用   

また、総使用量からこの「高齢者使用量」を差し引いた値を「対象不明使用量」   

と呼ぶこととする。   

h）この「高齢者使用量」は、次の2点で過小評価となっており、「理論的最小  

値」との位置づけとなる。  

① 厚生労働省調査で把握されていない自治体の高齢者使用分は「対象不明  

使用量」に含まれる  

② 高齢者への2回接種分などは「対象不明使用量」に含まれる  
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高齢 量   対象不明使用量  
年度   

総数  伸び率  使用数量 伸び率  使用数量 伸び率   

総使用量  者使用  

H12  6，245，713  －  6，245，713  －   

H13  8，719，989 39．62％  3，049，550 －   5，670，439 －   
H14  10，400，75819．27％  4，053，16132．91％  6，34了，59711．94％   
H15  14，626，474 40．63％  5，353，13132．07％  9，273，343 46．09％   
H16  15，981，419 9．26％  5，705，428 6．58％  10，275，99110．81％   
H17  19．320．5了9 20．89％  6．436．57512．81％  12．884，004 25．38％   

i）「高齢者使用量」は、平成15年度までの3U％を超える伸び率から、16年度  

は鵬転して6．58％の伸び率にまで急減速した．。平成16年度以降は、数年かけて  

じわじわと上昇していくという局面に入ったと思われたが、実際には、平成17年  

度12．81％と再び10％以上の伸びを示し高齢者接種率も51．7％と初めて50％を超  

えたゥ 最も高齢者接種率の高いとされる米国が65％前後（65歳以上：2UO2年）  

であることを考えると、高齢者の接種率に関しては、今後も潜在的な伸びもあり  

うる。また、米国では2010年までの国家健康目標は接種率90％を達成すること  

としており、日本においても積極的な接種勧奨活動や接種環境の整備などを行う  

ことで更なる接種率向上が期待できるコ  

追）一方で、「対象不明使用量」は年度により大きく変動しているが、「高齢者使  

用量」と同じく平成16年度伸び率10．81％から平成17年度は25．38％という大き  

な伸びを示した。  

誠）平成17年度は、「高齢者使用量」「対象不明使用量」ともに再び大きな増加  

傾向に転じた．⊃ これは、諸外国における鳥インフルエンザの流行やそれに伴う新  

型インフルエンザ（H5Nl型）発生の不安、新型インフルエンザ流行時のタミフ  

ル供給不安などを背景にワクチン接種が促進されたものと考えられる＝ インフル  

エンザワクチンの需要が、社会的な状況や関心に大きく左右される事を改めて認  

識させられる結果となった．＝  

h7）次シーズン以降、新型インフ／レエンザの発生・流行、SARSなどのような未  

知の感染症発生などの要因がワクチンの需要を増加させる可能性もあるが、イン  

フ／レエンザに関する社会的な関心が高まらない場合には、需要が前年を下回る可  

能性も予測される．⊃  

2）都道府県別・供給数量（医療機関での使用数量）調査結果   

（1）都道府県別供給数量（医療機関での使用数量）  

※詳細は【別紙1】【別紙3】参照  

i）供給数量（医療機関での使用数量）は、平成16年度調査で、初めて佐賀、  

沖縄、高知の3県で供給実績が前年を下回った二平成17年度は、再び全ての都道  

府県で前年実績を上回った＝  
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年度全国平均   最多   最少   
H12  4．92  長崎県 7．90  京都府 3．40   
H13  6．85  山口県 6．85  京都府 5．16   
H14  8．16  長崎県 8．16  埼玉県 6．20   
H15  11．46  佐賀県15．31  埼玉県 8．37   
H16  12．52  長崎県15．93  埼玉県 9．95   
H17  15．12  長崎県18．82  埼玉県12．39   

辻）人口100人当たりの供給数量（使用数量）は、全国平均で15．12本となり、  

最も多いのは長崎県で1とi．82本、．最も少ないのは埼玉県で12．：j仁）本となり、全都  

道府県が二桁（10本以上）の供給数量（使用数量）となった 

玩）平成17年度の増加率は全国平均で20％を超えている。また、平成16年度  

には使用本数の多い上位都道府県で増加の頭打ち傾向が見られたが、平成17年度  

は使用本数の上位、下位にかかわらず2U％前後の高い伸びを示している⊃  

k）上位に九州・四国・中国地区が集中しており、西高の傾向は持続している。  

逆に大都市圏では伸び悩んでいる．＝  

（2）都道府県別供給数量（医療機関での使用数量）と高齢者接種率  

※【別紙4】参照  

i）平成17年度の100人当たりの都道府県別使用数量が、厚生労働省の調査に   

よる予防接種法に基づく高齢者の接種率と相関があるかどうか調べたが、例年同  

様、特に顕著な傾向は見出すことはできなかった。  
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別紙1  

都道府県別インフルエンザワクチン供給数t推移（平成12－17年度）  

平成1之年度   平成13年度   平成14年度   平成ほ年度   平成用年度   平成17年度  

Ot 北海道  5．再り  ．1U3．75こ〕   5．封  5．（ミ7リ   401，3こ〕0    7．07  こ7．烏細  5．070   468．ココ4    8．コ6  34．90％  5．65ウ   6さ5，165  11．ごご  41．（醐  5．（ij4   6ウd，9日7  】エJj5  43．5t；W，   

02 ★森県  l．47（1   5¢、15《   、う，Rl  l．474    り0．64J    6．15  コU．郎戦  1J根1 11了．476    8．00  二三（I．4帥  1、46コ  16コ，574  11．1コ  3ウ．4（i％  1，45二：  17二：．：3ウ   11．紬  1l．78％   1．137  」ヱU7．5け5   14．45  46．封惰   
OJ 岩手県  1．41（i   7ご、ごUご    5．1U  1．41二i  l（】5．1ト1   7．4しl ：う0．さl甥，  l、4U7  1√iU，5：j5    ウ．コ8  4U、17％  L射鳥  16ウ．653   1二三．1（1 48．45％  l．3や5  177，7U3   1こ三．74  5l．3⊥l％   l，．う師  コIG、わ5（i  15．6¢  54．1紙   
04 宮城県  J．j（i5  1Ul．17」l  」l．ご良  コ．371  155．408    ¢．55  二三7．1こ：‰  ∴j71  1t吋．62ウ    8，00  35．01≠  J，37ユ   ニ37．831  10．02  43．2ご％  ご，371  ご7や，5（り   1l．7や＋亜．軋川■   ご，ぶiU  J44，54き   14．60  51．ご2餞）   
05 秋田県  1，18tI   5〔l．仁王I   5．Uコ  1．1汽‘1   8軋¢13    7．48  24．コ0誓－  1．17（－  107，246    り．1：ミ  ュこi．jl％  l．167  150，603   1二三．ウ1 42．¢（跡  l，15tl 157．1p淳   13．5（ミ  45．43≠   l．115  1抽．26〔l  l（i．14  1や，5仇   

06 山形県  l．コ11   H」＝ミ17    し）．抽  l，コ41  10：1．71〔）   さ，．jG  ご白．10‰  l，コニi5  117，5（iご    り．5こ： ：鮎川％  1．ご30  15！i，糾2  1．‡．00  d7．朗匁  l．ココ3  171．7〔咄  1」．U5  5こご．．j5隼′   1，ご1ホ  1り5，4ご】   16，07  55．0帆   
07 檀よ県  ご、l」三7  1U」l．5（iU    こl．氾  ゴ．1ニー5  154．0肺    7，コ5 ．沌．軋撒  コ．1：三U   柑6．32コ    8．79  40．こ】：蟻  コ，llこミ   コ5や．1（J6  1コ．：6  4リ．57サ，  コ、10ti  2紳，426  13．74  5j．77％   J．Uりl  こ∃5U，1コ7   1（i．7‘1 56ぷ2％   
08 茨城県  J．錮ホ  1ヰ7．5ニヱ7   J．ゝ1ヰ  J．〔I亡lエ  1亡I8．03や    6．6コ  〕6．16％  コ．t吋U   25（用14    8∴づ（〉  4コ」12％  コ．（lり1  ：154．77二：  11．鮎  4さ．65サ、  ⊥類推  ：jTコ，756  1コ．47  5コ．J（粍、   巳，t175  Jコ軋l氾7   14．4コ  54．61％ゝ   
09 栃木県  J．U（I5  1U7．t15さ    5」拍  コ，UIU   ト1料，コこぅ7    7J57  40，1亡撤  ヱ．ul（j  180，コ摘    き．97  4さ．03％  コ．O11  こ：43．白14   1二：．1二〉  4ミl．45％  ご，（虻J  ご5ご，封ご  1ご．57  5ご．班摘   ご．（Hd  J13．ご」（i  15．5J  5き．13％   
10 群馬県  ∴0コ5    島1．〔帖1   ⊥l．05  2，U31  1二！l．74コ    5．恥 ．〕U，10聖－  2，Uこ‡ご   ト17，ゝ拍7    7．2さ 〕9．1二欄  コ．U34   208．861  1（）．コ7  48，4紙  コ．03：1  コJO，淳二O  ll．．∋5  55．コ鍋   コ．Uコ4  二】7（；．禍7   13．6（i 53．7こ！％   

11 埼玉県  ti．リ38   コ55．〔吐i4   ．1．69  しi．で178  ：）63，0：〉7    5．20  二：5．5ti嘗－  7、001  433，り8コ    G．コ0  3：三．コl％  7．0ニ：9   5雨．653    き．37  37．醐  7．047   700．リJ4    ウ．や5  4ユ7き懐〉   7，054  ホ74、1ご4   1⊥：，3p  47．41≠   
†2 千葉県  5，やこ6   ココさ、51（J   3．さ6  5，〔略さ   3し）8．465    6．17  27．2コ％  5．ウウ4   447，751    7」7  36．53％  6．0二三4   60軋285   10．10  45．06％  6，039   6tI2．G4絆   11．47  47．67％   6、05（1  配3．、〕13   13．5ウ  50．71％   
13 東京都  1ユ06ヰ   717．4ひご    5．〔）5  1∴lJ8   865，667    7．1こ！ 17．5：チ％，  l二三．：ltl  卵6，5ウ7    8．1（； 27．ご3％  l二：．3LO l，443，920   11．73  35．61％  lこ：．37さ l、617．363   1こ〕．07  37．7抽  l二，、571 二：．Ol：：、27（j   16．01 41．コl％   
14 神奈川県  亘．1帥   371、215    4J17  8，570   来場．731   5．軋三＋：刀．コ7％  8，6ヱ5   600．235    6．96  コ7／7（邦  自、687   担5l、40（；   9．80  38．5帥  さ．7．iご   ti6（J，41」ご   11．仙  」2．拍％   亘．7机 1．157．1こ13   13．1（i 47．45％   
15 新潟県  ∴47（1  11亘．tり1   4．7〔I  コ，47，5   1紬．6U5    7．．jO  3‘箋．1三さ％  巳，465   ココG．173    tI．ほ  40，料2智、  2，460   30り，761  1二：．5り  46．1（ミ％  コ．45⊥ヱ   33コ，770   13．57  Lは．5沸   コ．揖1  jリ5．JOご   16．コ¢  53．ご2％   

16 富山県  1．121   5汽．OUT    5．1さ  l．1コ1   t軋1t14    ね．丁仁、．∋7．10‰  l．11p  lll、6亡国    9．（略  45．4（挽  l．117  152．ごき1  13．63  64∴糾怜  l，117  1t；む．75p   14．〔り  5き．郎甑   】．11二〉  】pl，りホ3   17．53  6l．7こ：≠   

17 石川県  1．1汽1  」U．5．56   J．叫  1．1畠コ   仙、lし、ご    G．7カ  ニjU．11％  l，l紬   t軋474    8．こi5  42．05％  Lい弛  l」4，5tIU   lヱ．ご5  5二」〔I姉  l，17I 15こう，1紬  13．0ご  5カ．宮7％   1．171 1紬，U（lや   15．畠5  61．U7犠）   
相 場井県  カごt〉   JG．コしJ4    5．紀  《」U    tミ∴丹：   7．1tl コ1．8こぅ％   き：カ    7l．755    き．¢7  J5．車州   827  1（り．66己   lニ三．5．5  47．4組   武誉  115、．17t）  1コ．伸  51．5巨％   淳」ご  1J5．U4J   l（し43  55．1鍋．   
19 山梨県  拍さ   1しi．アリ5    5．こ7  紳0    7二三．111   さ．1U ．うl．7．11‰   机隼l   さ5．．1コ仁    王l．¢0  1l，ご」％   拍7   1川，335   13．45  51．4帆   き輔  lご5．6ごJ  Jj．1き  5（1．31t－   鱒5  1」7」封i  16．f串  65．73％   
20 長野県  ∴コ15   日▲l．糾さ   1．コ8  l錮J忠1   7．1ニー  27．5：1隼  己，217  1舗．464    さ．料6 ：うさ．3ニュ囁．  コ、」15   コ62，5軋  1l．巨5 1や．6鍋  コ．ヱl】  2と吋．55U   13．1U  5」．車抽   ∴1p6   3（ミ1．ど15   16．4さ  57．OG％、   

21 岐阜県  ∴1（Iさ  1こ7、1コp    G．U5  ∴111  17し吊．j    カ．1こ： こぅこi．U上Ilにl  ご．111  1p6，411   り」氾 ．うり．1㈹  ∴111  270．55や   1ご．8ご  j7．1亡；％  ヱ．11（ノ   ご紬，J（ル   1こi．ごき  4p．カ3％   ご．】07  J4カ，由55   16．5¢  5〕．3t鴨   
22 静間県  3、7（i7   1t11、510    5．14  こぅ．7とくl  」三5fl．（i．付    しミ．持7  27．ココ≠  二1、7料6   304．さ46    軋U5  こぅこ〕，ウl％  j、7リJ  15こ：，輔7   11．ウ4  43．封沖  こ1、7リ5   5Uや，5tl1  13．4．1 47．70仏   ．う、7リご   ¢l二ま、t将こ1   1（ミ．17  5l．3コ慨   

23 愛知県  7．U4．j  ，さ71∴）ごホ    〇．コカ  7、U郎   54U．15ニー    7．6コ  3U，56％  7．1エコ   644．二島5    り．U5  40．15％  7，l頭   と吋2．Gb1  12．47  47．71％  7．1∈）2   り．14，414   1こ：．ゃぃ  5U．1二三餞、   7、コ51l．135．5コU   15．65  55．Ol％   
24 三重県  l，857  105，84ニュ    5．7U  1，姉1  1（iO．4（iO    巨．しiコ  」り．Ol‰  1．紬1  1（l（I、4ヰ8    亘．t）4  34．28≠  1，8祀   コ24，63j   l三∴U6  44．い1％  1．864   ごJ4．55（l   ほ．5舜  10．ヱき％   ＝輔7  こ汀J，0む1   11．6二J 51．エ7‰   
25 滋書県  lJう4．う   「U．tiUtl   ニi．了7  lJ15．1   自2．761   （、．1ユ  ニ1l．U帥  1Ji5‡I l（J4．tIU1   7，7こ： 37．コ6％  l，366  15コ．洪拍  Il．16  47．棋弼  l．J7」〉  1（i4，408   11．抽  50．3t穐   1、」hU  l（且：15    トl．OU  4さ．57％   

26 京叡府  コ．64」l   如，tl紳   、5．10  J．GIG  13亡l．（ミ64    5．1（1 J5．46％  」、64コ  175、40．j    6．64  コ8．仁l％  ご．641  」汀1．116   10．ご7  43．6珊  J，6諏   2郎．弼7   ‖．ココ  47．射沖   上．t；舶  J55、07二〕  1二∋．41  50．55甥1   

27 大阪府  洩，紬5   ミ．・15，6コU    3．81  れカ1日   4リl，0⊥lホ    5．57  ：三5．U（川  わ．白IE、  613．き53    6．り6  3ヱ．35％，  軋層16   しH3．5ココ   1（I．7（J 42．U二）％  白月14   ptI7、さ5巨  11．3」 コ6．5納   軋机7 1，ココtl，71J   13．tI5  48，6彿   
28 兵水薬  5．551  ご31，ソニd    4．18  5．571  」き1p，t）ご7    f）．74  ニ7．艮鱒－  5，57日   391．37：三    7．Uコ  3二：．り8％  5，5さ5   568．655  10．1阜  41．¢1％  5，5自7  （183，tIUや   1ニ．コ4  46，OU≠   5．5や0  7二〕8J5U4   1こう．21 49．6帆   
29 奈良県  1、4」l．j    6コ，157    こl．Jl  1、44ご    94．1ココ    b．5J  ふ〕．〔噂％  1．右沌   1‖．63さ    7．〔17  4l．50％  1．4J¢  1〔汀，1紬   11．64  4ウ．b川  l，1Jl  17（I．61二三   11．tlご  4ti．ご王掬   l，」ごl  二，0ご．5占5   14．ヱ¢  53．飢腰′   

30 和歌山県  l．0TU   16．こ7汽   1．．〕3  1．0（16    ホl．や，う3    7．6〔） こ〕5．刊沖  1、0¢1  1U（）．．㍑7    tI．4¢  3tI．5こl≠  1，U5（i  l二17．ウ51  13．06  50．26％  1．U5（J  トIJ，7UtI  13．6や  5．〕．6抑   1．0．j（i l〔ミ7．41（i  l¢．16  5（、．13％   

31 ■取県  61ニう   ．〕5，760    5．汽j  61．1   5ご．7こl＊    カ．6U  二うこ∃．りき％   61」   6⊥l．6二〉7    tu．56  ⊥トl．か頼   Gll   郎、6軸   1ごj．7（ノ  5⊥墓，41％   60ti   き戸，6JO   IJ、56  5カ．jご隼ト   1107  】0ヰ．㈹5   17．ごき  65－7二三％   
32 島根県   7el己    44．一拍7    5．料J  7（、l   〔■4．51二）   わ．48  ニjO．．16≠   75了    7ヰ、．144    り．8巳 ．1J．1ユ％   75二）  〔吼011  1：．75  45．．15％   74ウ   LO持．榊〔1  14．51 ［軋と心旬。   71コ  1二〉．1，Uウl   川，5〔1 54．77％．   
33 岡山れ  1．tJ51  1Ul．γご1   ∫∫．ご1  1，ウ5ニプ  1．1ご．1Jご    ¢．77  」，白，07‰  L棋H  156．射自    ＊．04 ．1ヰ．こ54％  l．り5ご5   コ13．45⊥l  l（J．〔l二1 4：」4t鴨  l．姉コ   コ4ユ，75．1  1二：．14  47．1（）一輪   1．り57   こ三伸，0（）5   15．二百  5l．ヱぴh   

34 広島県  J．け7リ   l料∴○〕1    ti．．は  ユ、百了∈I  コニj5，コb了  汽，17  30．17≠  コ，87d   コ帥，47とi  l（川p  36．47％  ご．さ7B  ．拍1，5二…3   1J．6U  5（），6∠l％  コ、さ7料  1ご0．d、ブ1   ＝．6ご  51．G軌   ご、ポア7  5⊥ゴさ～，5J5    ほ．41 57．6と橡   

35 山口れ  l，「二島    H7∴り了    5．7G  1，5コ1  14G．トl～）   り．5tI ，摘．14％  1．51汽  152．63真  10．U6  4U．．㌍晩  l，51二，  霊1：！，77二，  14．14  54．1（、≠  l、50⊥l  二】2」，421  14．ロコ  53，84（も   l，4椚  075．」6tI  lさ．吊  57．5tl％   

36 徳島県  8コ4    4巨．Utl1   5．糾  8：こ    6コ，147    7．5（i 17．15隼－   さ2U    7（），j6U    軋58  ：6．13≠   817   〔軋7二：4   1：」ごl ．メ5．8ヱ儲   絆1、i  l14．57こヱ   ト靂．U〔i 41．京拍   き1U  l」軋7ヰ0   17．1二〕  4二：．餌場   
37 香川県  l．Uコ：1   ¢〕．444   （－．1U  l，0二上コ   リこj．UOご    ti．1U  3t，，00犠，  l．021  10（上略1   ti．88  4l．‖％  1，0こ，0  1二札15二：  13．5▲1 50．畑怖  1．Ul＊  146．6り（i  l」．41 56．04登、   l．ULコ  17二」白銅   17．08  5S．53腎－   
38 愛嬢県  1．」亡iニゴ    さ8．．子5丁    5．亡Jご  1．」p】  1こヱ！），ト1ti   カ．〔i〔i 3（）．1彿  1，4日6  15コ，コ8コ   l（）．3こ： 41．01％  l．483  1抽丑紬  13．3畠  48，5t鞠  l，477  1抽．（‖7   1、う，51  50．4U％   1、4Gさ  コ5ご、U（川   17，17  ⊥194二≡≠－   

ユ9 ★知県  811   41，コれド    5．0了  ホ1．づ    67、851   さ．35  30．6：〕≠   810   71，4U1   8．81 35．57≠   807  1U6、879   1j．封l＋吏．54≠   8U3  10l，7ヱ5   1J．6ア  11．67％   7リ6  1二ご」，7（JJ   15．ポカ  49．ご5％   

40 福岡県  5，Ul（1  コ17，即ノね    4．．j4  5．U：〕コ   コ亡17，65コ    5，（IJ  ヱJ．Uコ％  5．U43   353，35ニ：   7．01 30．47％  5．051  503，5U8    9．や7  3り．5即J  5，U58   5（i7，494   1l．ココ  43．か掬   5．U」lり   70こ1．660   13．tI4  4や．U7％   

41佐賀県  877    4こ∃，5（、6    4．リ7  得7¢   65，57U    7．4ウ  ニり．．う珊   874    了S，745    9．U1  35．1（1％   丹7」：  ljJ．51）8   15∴】1  55．50彗－   声70  1ニラ0．5．袖   15、00  57，17％   射通  1」り．t〉57   17Jヲご  62．U4％   
42 長峰県  1，口17   11リ．汽7t1   7．pO  l，51J  14J、7（ltI   や．44  3こ：，Uご慄）  L，507  163，1し吋   IU．さ3  4（I．さ（掬  l，501  」ヱ：2，亡〉46   14．85  5こ≡．34％  1，4ウ5   コJき．110   15．肘  棉，6J（も。   1．47〔l J78い柏3   1軋きヱ  6U．6鍋   
43 熊本県  1，ボ5tl  lごふ45⊥ご    ¢．61  l，きボ0  1二鼠JOU    t；，7〔〉  ココ．7王粗  1，択拍  144．tl封    7．80  二）6．53≠  l．巨55   二〉U二三．椚2   10．t）4 ：軋37％  l．さ5二≡   コ1ウ．715   11．96  ニ13．ご6嘗1   l，さJコ  コ75，7（1t1  1▲l．り7  50．4帥   
44 大分県  1．コ：1   ≡軋0モーO    G．5（i  1、ココ1  110．1畠6    〔）．0コ  コ4．17％  1＝：1リ   ー27、白さ1  10．4ウ  4（ノ．77％  1、コは  164．415   1J．50  4り．07‰  1，コ15  1白l．．51さ   14、fIコ  51．小路   l，ご1（ノ  ヱ14，や11   17．7（； 67．57‰   
45 宮崎県  1．170    7〔－，71コ    6．5仁ミ  1，lヒ、〔l lUl．6：了    自．6tI j3．Jl‰  1、167  1こ：l，G67   1（l．43  40．U二三％  1．1（〉4  15さ．〔120   13．65  51．0二三％  1，1仁、」  1（、さ．軋拍   14．5．1  53．31％   1．15こぅ   ご04．507   17．74  57．85％   

4¢ 鹿児島県  l、7如ミ   Ilし竹1   tし：7  1．7自こ1  1（iコ．コG3    tI．1U  35．3純  l，77し）  lさtI，535   10．65  4¢．射典．  l，775   エ54，588  14．34  55．74％．  1，7（i〔，  ご65．棋拍   15．04  d5，l（て％．   1，753   こり7，05ニヲ   1き．肘  61．6挑   
4丁 沖縄県  1J51－    5t，．6唇t？   4．5こう  1∴うコや    7了．ホリ6    5．削；＋：H．57≠．  l，33ウ  109．1こ〕：    8．17 ‘l：：．5さ‰  l、j4t） 1t15．5鋸   14．50  58．3恥  l，35（l  l帥、187   13、〔I4  5tI，66％，   l．361  コ37．7ニ5   17．47  113．87セ．   

■t ト‖2年度国勢調査（総務雀統舌十局）  

＊2 H13－け年度人口推舌十（総務雀放言十局）  

＊3 州3～17年度新道府県調査（厚生労働省医薬食品局血液対策誰）  

叫 Hけ年度 塵勢調査平成＝年10月1日現在推計鳩務雀統計局）   



別紙2  

ワクチン生産数量・使用数量推移  

5，670，440 65．03％   

＊2：使用率＝生産量に占める総使用量の割合  

＊3：厚生労働省医薬食品局血液対策課「都連府県調査」の高齢者接種実施者数を基に、1人＝0．5ml（1回）接種と見なして算出した本数  

叫：構成比＝稔使用量に占める高齢者使用量（対象不明使用量）の割合  

＊5：＊3の高齢者使用量を総使用量から差し引いた本数  

＊＄：残余率＝生産量に占める残余数の割合  

500  

0   



別紙3  

都道府県別100人当たり供給（使用）本数  
l  

∩■ロ ー日用 un‖′ ■H15 ■H16ロHT  
（本）   

l  

静   和   山  
岡   歌   形  
県   山   県  

県  

長   秋   福   新  
野   田   井   潟  
県   県   県   県   

徳  育  樺  山  島  岐  
島  川  島  梨  根  阜  
県  県  県  県  県  県  

佐   鳥   愛  
賀   取   嬢  
県   県   県  

宮   書   沖  
崎   山   縄  
県   県   県  

鹿   大  
児   分  
島   県  
県  

長   山   広  
崎   口  島  
県   県  県  
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駅
  

暫
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嘆
  

罵
廉
≡
吐
  

峨
世
嘘
  

楯
棍
僅
  

叶
嫌
吐
  

牲
岬
吐
  

控
置
吐
  

《
崖
僅
  

錦
餌
嘘
；
  

僻
咄
嗟
  

梶
賛
嘆
  

榔
億
喋
  

伽
聾
唖
  

‖
糊
喋
  

疲
鳩
嘘
  

鴬
嬢
相
  

■
朝
囲
■
  

匿
ヨ
吐
  

装
楷
喋
  

制
扁
痩
  

躯
≠
藍
  

腫
景
唆
  

停
≡
嘆
  

堆
礪
廊
  

∃
梁
塵
  

定
南
∃
吐
  

淀
匿
l虻
  

振
蝶
吐
  

控
♯
嘘
  

善
臣
！
虻
  

噂
臨
吐
  

磐
叫
吐
  

亜
婁
藍
  

ヨ
献
l媒
  

炸
噌
儀
  

伸
≡
吐
  

せ
d冒
嘘
  

劇
華
吐
  

増
産
唆
  

せ
讃
嘆
  

景
張
吐
  

柵
ヨ
吐
  

伽
曹
吐
  

《
＄
こ
喋
  

嘩
些
ミ
亜
亜
  

噴
亜
吐
   

ヨ
ロ
由
；
  

噂
督
吐
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